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論 文 内 容 の 要 旨 
 二ノ宮聡氏が提出された学位請求論文「泰山諸神の展開―泰山、北京、旧満州を中心
に」の構成は以下の通りである。  
 
第一章 泰山信仰の変遷―東岳大帝から碧霞元君へ―  
一、泰山諸神  
（一）泰山と東嶽大帝  
（二）泰山と蒿里山  
（三）泰山と岱廟  
二、炳霊公信仰  
（一）泰山三郎と炳霊公  
（二）通俗文学にみられる炳霊公  
（三）『封神演義』にみられる炳霊公  
三、碧霞元君信仰  
（一）碧霞元君の起源と伝承  
（二）『醒世姻縁伝』にみられる碧霞元君  
第二章 北京の碧霞元君信仰  
一、北京と碧霞元君  
（一）北京の碧霞元君廟会調査  
（二）妙峰山と顧頡剛の調査  
（三）香道  
（四）文会と武会  
（五）丫髻山  
（六）天台山（石景山）  
（七）五頂  
（八）現在の妙峰山娘娘廟会  
二、北京の廟会の現状  
（一）廟会の復興と発展  
（二）廟会の形式  
（三）廟会の現状  
第三章 満州の碧霞元君信仰  
一、満州と碧霞元君  
（一）中国東北地域の碧霞元君信仰  
（二）迷鎮山娘娘廟会  
（三）迷鎮山と日本人調査  
（四）『封神演義』における碧霞元君  
（五）迷鎮山娘娘廟会の現状  
 
 第一章では、東嶽大帝・炳霊公・碧霞元君の三名の泰山神について文献資料や現地調査
に依拠しつつ、神格や人々の認識の変遷を検討する。泰山は古来より人の死後の魂魄が集
う場所とされた。漢代以降、仏教や道教の影響を受け、東嶽大帝は地獄の神ともされた。
このように人々の意識の中には、死後の魂は泰山に集まり、そこで東嶽大帝の裁きを受け
るという恐ろしいイメージが出来上がっていく。その後、晋から唐代になると、東嶽大帝
は天帝の孫とされる。歴代の黄帝は東嶽大帝に追号することで自らの権威を示した。この
ように東嶽大帝は冥界の神と天孫という二つの神格が併存するようになる。  
この冥界の神としての東嶽大帝の神格を引き継いだのが炳霊公である。炳霊公は初期の
頃、泰山三郎と呼ばれており、唐代に威雄将軍、宋代に炳霊公の封号が授けられる。泰山
三郎の神格は人々に幸福や福禄をもたらす神として故事などに描かれる。威雄将軍や炳霊
公は冥界の判官として小説などに描かれる。その職能は東嶽大帝と同様に泰山地獄で死者
の魂の生前の善悪を鑑みて審判を下し新たな生を授ける役割である。炳霊公は宋代から明
代前期にかけて広く信仰され『封神演義』や『水滸伝』などの小説にも描かれる。東嶽大
帝の子として信仰されていたが、明代以降、その信仰は衰え、次第に泰山信仰の中心は東
嶽大帝や炳霊公など冥界の神から碧霞元君へと移っていく。  
 明代以降、碧霞元君は泰山諸神の中で最も民衆の信仰を集めるようになる。東嶽大帝の
娘と言われる碧霞元君の起源は判然としないが、遅くとも明代中期には民衆の支持を得て
いた。碧霞元君は東嶽大帝と全く逆の神格を持ち、育成神・授児神・福寿神としての神格
を有した。その信仰の範囲は泰山など山東一帯にとどまらず北京など華北一帯、さらには
旧満州地域でも盛んに信仰された。  
 第二章では清代後期から民国期にかけての北京での碧霞元君信仰について考察を行う。
北京での碧霞元君信仰は、明代中期頃にはすで皇室や貴族の婦女を中心として信仰されて
いた。その後、民衆にも信仰が広まると、妙峰山や丫髻山、五頂など著名な碧霞元君廟が
みられるようになり、碧霞元君は北京一帯で最も信仰される神の一つとなる。妙峰山の娘
娘廟会では、香会という信仰者の集団が大きな役割をはたす。北京での碧霞元君信仰につ
いて、開廟時期にみられる香会の活動を手掛かりに、当時の人々の神仙に対する信仰の様
子を考察する。  
 第三章では旧満州地域の碧霞元君廟会について考察を行う。旧満州での碧霞元君信仰は、
満鉄の地域開発政策の一環という側面を有していた。そのため鉄道沿線にあった迷鎮山や
鳳凰山、北山などの碧霞元君廟は廟会期間になると数万人から数十万人ともいわれるほど
多くの参詣客が訪れた。中でも迷鎮山は満州地域最大規模の廟会として広く知られた。こ
こでは『満州娘娘考』を手掛かりに当時の迷鎮山碧霞元君廟会について検討する。  
 最後に、この三地域の廟会について、二ノ宮氏が自ら行った現地調査において、その現
状を確認した。諸文献で述べられる往時の様子と現在の様子を比べることで、人々の中に
ある碧霞元君に対する意識や、廟会開催にあたり発生する政府との問題が露呈してくる。
これらの問題に対して、廟会復興後、すでに一定の時間を有している場所と、廟会が再開
されたばかりの場所では当然、対応方法がことなる。さらには地域ごとの特徴もみられる。
このような視点から現在の中国人がもつ信仰に対しての意識を考察する。復興には地元政
府や宗教政策との関連が必要であるため、やむを得ず観光的要素が多分に含まれる場合も
ある。さらに多くの客を集めるために現代的要素を取り入れるなどの試みも見られる。  
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 二ノ宮氏は華北を中心に発展した東嶽大帝・炳霊公・碧霞元君の信仰について、その歴
史的な変遷について詳細に整理を行った。また文学関連の資料に見える炳霊公や碧霞元君
の性格について探り、検討を行った。さらに重要であるのは、二ノ宮氏自身の現地調査に
よる廟会の解明が行われていることである。妙峰山や迷鎮山については、調査が行われた
のは戦前のことで、その後の発展や現状についてはいまだ研究が進んでいない状態である。
二ノ宮氏の調査により、多くの事象が解明されることになった。また付録として付す写真
も、貴重なものが多い。すべてで 236 ページの分量を有する。非常に優れた研究であり、
学位（文学）に値する十分な内容を備えていると思われる。  
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。  
